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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】適度な高さを有した四角形以上の多角形状の受
皿に、装飾と機能溝を設けた構造の鍋料理専用卓上ガス
焜炉受皿を提供する。
【解決手段】装飾を施した陶磁器製受け皿の、左右の対
角にガス焜炉の点火・火力調整・消火作業用の開放部２
をもうけ、該受け皿の底部に、土鍋噴き零れ水溜凹溝と
して、土鍋底部同等凹溝５または、卓上ガス焜炉脚凹溝
あるいは該土鍋底部同等凹溝５および卓上ガス焜炉脚凹
溝を兼ねる共用凹溝６を設ける。受け皿は、陶磁器でな
くても、金属製やプラスチック製であっても良い。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　適度な高さを有した四角形以上の多角形状の、卓上ガス焜炉受皿であって、座卓を飾る
受皿に、陶磁器製装飾受皿を特徴とする卓上ガス焜炉陶磁器受皿。
【請求項２】
　卓上ガス焜炉の点火並びに火力調整・消火作動スイッチ摘み部に左右開放を対角に設け
た請求項1記載の卓上ガス焜炉受皿。
【請求項３】
　前記受皿に、土鍋吹き零れ水溜凹溝を設けた請求項１記載の卓上ガス焜炉受皿。
【請求項４】
　前記受皿に卓上ガス焜炉脚部凹溝を設けた請求項1記載の卓上ガス焜炉受皿。
【請求項５】
　前記受皿に、土鍋を積み重ねる凹溝を設けた請求項1記載の卓上ガス焜炉受皿。
【請求項６】
　前記受皿に、請求項３．４・５凹溝を共有する凹溝請求項１記載の卓上ガス焜炉受皿。
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【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本実用新案は陶磁器製卓上ガス焜炉受皿に関する。
【背景技術】
【０００２】
　新規性に付きデータ無し。
【特許文献１】無し
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　本実用新案は、座卓に於いて卓上ガス焜炉で土鍋を使用するとき、卓上ガス焜炉は金属
製である。飲食時に使用する器は全て陶磁器であるので、座卓に於いて卓上ガス焜炉は雰
囲気になじまない。受皿に器と同等陶磁器受皿を置くことに依り、座卓の雰囲気がより一
層増す。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本実用新案は、卓上ガス焜炉受皿を使用することで、座卓雰囲気に同質感が生じる。
【０００５】
　上記受皿に、土鍋吹き零れ水溜溝を設けることは、吹き零れ時に凹溝に溜まるので、吹
き零れなく座卓美化につながる。
【０００６】
　上記受皿に、ガス卓上焜炉脚部凹溝を設けることは、土鍋を置いたときに、受皿と焜炉
に連結が生じ、飲食に於いて安全である。
【０００７】
　上記受皿に、土鍋底部と同等の凹溝を設けることは、受皿の上に土鍋、受皿の上に土鍋
と順に積み重ねが出来るので収納スペースに於いて、受皿と土鍋の収納が有利に確保出来
る。
【０００８】
　上記受皿に、卓上ガス焜炉の点火並びに火力調整、消火スイッチ摘み部を左右対角に開
放部を設けることは、座卓に於いて焜炉設置が簡単に出来る。
【考案の効果】
【０００９】
　本実用新案受皿は、座卓にて土鍋料理を食べる食器類は全て陶磁器であり、卓上ガス焜
炉は金属製であるので受皿に置くことで、材質同質感が生まれ、受皿に装飾を施すことで
、なお一層の座卓飲食雰囲気作りが出来る。
【００１０】
　本実用新案受皿は、内部底面に土鍋吹き零れ水止め凹溝が設けてあるので、料理最中万
が一吹き零れても受皿内に留まり座卓を汚さない。
【００１１】
　本実用新案受皿は、内部底面に卓上ガス焜炉脚の凹溝が設けてあるので、受皿と卓上ガ
ス焜炉の連結ができ、飲食に於いて安定である。
【００１２】
　本実用新案受皿は、土鍋底部と同等の凹溝が設けてあるので、受皿と土鍋（蓋は反対に
して鍋内に収納）と一緒に保管、又、積み重ねることもできるので、収納スペースも簡単
に確保ができる。
【００１３】
　本実用新案受皿は、卓上ガス焜炉の点火、火力調整、消火に於いて、受皿にスイッチ摘
みが作動出来るように左右対角に開放部が設けてあるので、座卓に於いて双方どちらから
でも焜炉をセットできる。
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【考案を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本実用新案の形態を、図面に基づいて詳しく説明する。
【実施例１】
【００１５】
　図１．Ａは本実用新案の受皿の、適度な高さを有した四角形以上の多角形形状で装飾を
施した９の斜視図であり、Ｈは卓上ガス焜炉、Ｋは土鍋の斜視図である。
【実施例２】
【００１６】
　図２．Ｂは本実用新案の受皿の、卓上ガス焜炉の点火、火力調整、消火のスイッチ摘み
の作動が出来るように左右対角に開放部2を実施示した斜視図である。
【実施例３】
【００１７】
　図２．Ｃは本実用新案の受皿の、内部底面３に土鍋吹き零れ水溜凹溝３の斜視図である
。
【実施例４】
【００１８】
　図２．Ｄは本実用新案の受皿の、内部底面４に卓上ガス焜炉脚凹溝の斜視図である。
【実施例５】
【００１９】
　図３．Ｅは本実用新案の受皿の、土鍋底部同等凹溝５の斜視図である。
【実施例６】
【００２０】
　図３．Ｆは本実用新案の受皿の、図Ｃの土鍋吹き零れ水溜・図Ｄの卓上ガス焜炉脚・図
Ｅの土鍋底部同等の凹　溝、それぞれの凹溝６を共有の斜視図である。
【実施例７】
【００２１】
　図３．Ｇは本実用新案の受皿に、装飾を施した実施を示した斜視図である。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本実用新案受皿Aで、Hは卓上ガス焜炉、Ｋは土鍋の斜視図である。
【図２】Ｂは卓上ガス焜炉の点火・火力調整・消火摘み部作動部の対角開放斜視図である
。Ｃは内部底部に土鍋吹き零れ水溜凹溝の斜視図である。Ｄは卓上ガス焜炉脚凹溝の斜視
図である。
【図３】Ｅは内部底部に土鍋底部同等凹溝の斜視図である。Ｆは図Ｃ、Ｄ、Ｅの凹溝を共
有した凹溝の斜視図である。Ｇは装飾を施した斜視図である。
【符号の説明】
【００２３】
　Ａ：本実用新案卓上ガス焜炉受皿
　Ｈ：卓上ガス焜炉
　Ｋ：土鍋
　１：本実用新案受皿
　２：卓上ガス焜炉の点火・火力調整・消火作動スイッチ摘み開放部
　３：土鍋吹き零れ水溜凹溝
　４：卓上ガス焜炉脚凹溝
　５：土鍋底部同等凹溝
　６：上記３・４・５の共有凹溝
　７：卓上ガス焜炉作動スイッチ摘み
　８：土鍋蓋
　９：装飾
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【手続補正書】
【提出日】平成20年5月11日(2008.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　適度な高さを有した四角形以上の多角形状の、卓上ガス焜炉受皿であって、座卓を飾る
受皿に、陶磁器製装飾受皿を特徴とする卓上ガス陶磁器受皿。
【請求項２】
　卓上ガス焜炉の点火並びに火力調整・消火作動スイッチ摘み部に左右開放を対角に設け
た請求項１記載の卓上ガス焜炉受皿。
【請求項３】
　前記受皿に、土鍋吹き零れ水溜凹溝を設けた請求項１記載の卓上ガス焜炉受皿。
【請求項４】
　前記受皿に卓上ガス焜炉脚部凹溝を設けた請求項１記載の卓上ガス焜炉受皿。
【請求項５】
　前記受皿に、土鍋を積み重ねる凹溝を設けた請求項１記載の卓上ガス焜炉受皿。
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